
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

にいがた市民大学 開設講座体系 (案) 

成
人
期 

・高齢者は座ってしっかり勉強したいと思う。 

若
者
期 

小
・
中
学
生
期 

・子どもを対象とする講座では体を動かしたり、何かを見

つけたりする、また、継続して学んだら称号をもらうといっ

たようなことをすると、目標ができて喜ばれると思う。その

場合、場所や材料が必要となってくる。 

・小中学生を対象とした市民大学に違和感を覚える。 

・夏休みの自由研究をテーマにした講座など、クロスパル

にいがたの工作室などを使うのもいい。 

・親子で参加する特別講座が考えられる。 

 

◦市民へ多様な学習機会の提供 … 学んでほしい場／学びたい場    ◦市民のライフステージに対応した学習機会の提供 

【次年度講座(案)】 

[基本講座] 
◆一般・新潟をテーマ 
・運営委員より提案／大学連携 
・連続講座 前期８～10 回、後期５～10 回 
[特別講座] 
◆一般・新潟をテーマ 
・事務局提案 
・回数 １～３回 
[市民企画講座（運営参画）] 
 

[特別講座 sono1] 

◆一般・新潟をテーマ 

・事務局提案 

・回数 １～３回 

[特別講座 sono2] 

・大学連携 

・回数 １～３回 

[市民企画講座（運営参画）] 
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[特別講座(体験型含む)] 

◆新潟をテーマ 

・事務局提案 

・回数 １～３回 
・親子参加有り 

 

 

 

・新潟市内の大学生内のコミュニケーションを活性化させ

るという意味で、何か講座が考えられる。その場合、大

学生の引き込み方や、テーマ設定から企画づくりをサポ

ートする体制をどうとるか、ということが課題。 

・大学生に講座を企画してもらい、講師として話してもら

うのも考えられる。 

 

【第 1回会議でお示し案】 

・大学生等による企画講座の仕組み 
を検討する。 

 

・親子で学ぶ、市民大学らしい、学び 
を深める講座を実施する。 

・公民館事業との区別化。 

【運営委員からのご意見】 

・世代を分けた講座を行う際、世代の中にもいくつか軸
があってもいい。 

・市民大学は、縦のつながりがある点が良いので、ターゲ
ットを大まかに区切りながらも、多様な層が受講できる
といい。 

 

・会場での対面受講を基本とし、一部 
の講座でオンライン配信を行う。 

・講座の内容によって、講座開催時期 
や回数を決定する。 
(8~10 回講座を 4 講座(うちコンソ 
ーシアム連携講座含む)、5 回程度
の講座を 2 講座行う) 

・世代などのターゲットを意識した講座 
を実施する。かつ、多様な層が受講 
できるようにする。 


